









平原地、中間斜面地、下部平原地）を選び、2007 年 11 月から定期的に身体計測を実
施している。 









成人の BMI の平均値は男性 19.7、女性 20.9 であり、「標準（18.5≦BMI < 25.0）」







イルに相当した。また、性・年齢別の BMI に基づく栄養状態では、男子の 35%、女子
の 45%が「低栄養」と判定された。ちなみに成人では男性の 28%、女性の 15%が「低
栄養」であった。 
 今後データ入力が進み分析可能なデータが増えていくため、本稿で報告した数値は
将来的に若干修正される見込みである。個人に関して十分な経時データが得られるよ
うになれば、本報告のような横断的分析のみならず縦断的分析も可能となり、環境変
動がもたらす地域住民の栄養と健康に関する影響を個人レベルでより詳細に評価する
ことができる。 
 さらに、テーマⅡでは身体計測のみならず、世帯の社会経済状況に関するシステマ
ティックな聞き取り調査を同時並行で行っている。これらのデータと身体計測データ
を合わせることによって、降雨量の変動に対する世帯レベルの適応メカニズムについ
て解明することが期待される。 
